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　　　Sd．Rep．Tδhoku　Imp．Univ．（Bio1．）
　　　Vo1‘VI，．：No．1，1931ρ

（2）哀．As＆no：　“Foramillifer＆from　th6

　　　Urashima・Bank，Wak段sa　B＆y”
　　　Botany＆Zoology，Vo1．7，No．10，1939』
．（3）M」’L．ノN＆tねnd．：　“The　temperature．

　　　and　depth一（1istribution　of　sgme　recent
　　　3n（i　fossil　foraminifera　in　t益e　southern

　　　Califomi3nregi・n・’l

　　　Bul1．Scripps　Inst．Oce段nogゑ　T6ch。
　　　Ser．Vo1。3，No．10，・1933．

（4）R．D．Norton：・‘Ecologic　relation菖6f
　　　somel　foraminiferal”

　　　ibid．Vo1．2，No．9，1930．

　　（5）T．W．Vaughan　l‘8：Eco1Qgy　of　modem

　　　　　marine　Organisms，Iwith．reference　to、

　　　　　Paleogeography．”
　　　　’Bu11． Geo1．Soc．Amer，．Vo1．51，pp．433・・

　　　　　468，1940・

　　（6）　F．L．Parker：　“Foram茸nifera　of　the・

・　　　　continental　shelf　丘om　the　gulf　of

　　　　　辮e認翻d老．．，．gylV．，．、。傷，

　　　　No・2，194＄。

On　the　detail　of　the　oceahographic　observa一
り
t
i ・ns，も6e“2ub．N・る981，Hydr・gr』耳u11。Spec。、

No』Ma士chヲ1950pp．59－61．”・．
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553，44：065：550・8　（521・14）：622。1

　　　　　秋田縣太良鉱輿鉛葦鉛鉱床調査韓告・主として

伊　　藤’

　　　　　　　　　　　　R6sum6

T｝亘e　Le泓魂一Zinc　Dep〔）sits　o釜t血㊧Dair我

ρ

醗i聾e，Akita　Pre墨ec加reうwith
　　　　S脚cial　Re£ere鯉e　to

　　　　　　　No．14、γein

　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　Shδsuke　Itδ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

箕eleadandzinCd6POSitSOf

●

　　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－the

Daira・Mine，Akit＆Prefectnre，．occur　in、ψe

so－c呂11ed　“Tertiary，Green．Tuf〔”　in’the

noγth　eastern　dlstrict　of　J＆pan・D亀ira　de－

pqsits　lare　of　thePρpithermal　fissure丘11ing

vein　type，and　the　faulted　vein　type．

　2．About　twenty　yeins琴聡known，and
three章ssureallingマeins，andtwσlaulted
veins　have　been　newly．found　in　this　re－

searcL　The　fissure　filling▽eins　areかarallel

e＆ch　otぬer，，and　their　strikes　are　about　E・W．

ThQf加1tedveing，bei直菖・flittlewgrth，are
made　gehetically　in　be（iding　slip．　In　genera1，

t血e　faults　run　about　450　to　the　direction　of

t：he　fissure　veins．Those　facts　sh6w．that・

the∫aultwaspr6du¢eda1・ngthemaximum
shearing　plane　by　compression　from　eaβt

a・nd　west，and　t五e　fissurewas　mad6by　the

tension　vertical　to　the　compression．

　3。The　lower　Iimit　of　the　mai尊cry§tal－

1ized　p＆rts　of　lead　揖nd・、ziロc、ores　in　each

vein我re，1aid・nthβ・Sa卑eleve1，ab・亡t300
　　　　　　　　　　　　　　　■

昌 介＊

亙4号鍾に就いて

　meters　above　Sea－1evd．Their　depth　calcu一・・

　1ated，to　be　about150met6rs．The　writer
　wants　tq　call　this　parts　‘‘the．crysta1一
　、1ize4　zone　of　Iead．and一・zinc一一〇res．”　The

　ma痘mum　length　of　veins　is　measuredユ50、‘

　血e㌻ers　an（1average．widt西　is　abou㌻10cm．．

　　　4．The　ore　shoots－in　t恥veins　are　fo球nd．

underthef・・twa11・f1・脚eヤ孝nglefaultミ・

　　　5．The　principa1←ore　miner＆1s　are　zinc．

　blendうgalena，associated　w量th　some　pyrite，J

　and　c郵alcopyrit♀．There　are　a　few　gangue

minerals）i．e．，¢alcite，quartz，clay　matefi歌1》．

chlori㌻e．Rhodochrosite．and　mang＆no・calcite・

・arerarelyfomd．、

　　6．　The　alteration　of　country　Tocks　l　iS．

predominant　in　carbonatizatlon，chloritiza－
　tion　and　kaoliniz呂t｛on　all　ove士the　beighbouτ一r

／hood　of　the』deposits．　Silici五catiOn　is　relati＿、

vefywe段k．

　　7，The　proved，and　probabl？ロoreτeserves

estimated　are　given　in　th今following　table：

’

proved　ore 1．5×104t“　　。grade　（Cu　O．65％

。　　　　　　　Pb3。30％　　Zn7。6弓％）

probable　ore 1．9×10をt・一grade（C叫0。43％
　　　　　　Pb∫・30％Z亘5・78％）・

8・Theresultofthis’investigation，can．
be　concluded　as　follows：the　existence6f

hidden　veins　can、be　supPosed’to　exist　by－

the　genetiρmechani＄m　of　vein　systemひThe、

13一（194）

～



、

卜

『　鳴㌧

Grossじut血ethod　ihto　the　crystallized・zone　－

of　lead段nd　zinc　ores　is　a　useful　prospecting・

It　is　the　best　met込od　to　prospect、the　side

ofthefootw段lloHoweranglefaultsof
pre・mi血eralization。

　　　　　1．。緒，言
　昭和23年6月より，7月に宣む秋田県太良鉱山の坑一
閣
．
内
調 査を行つたので・その結果を報告するらなお本調査

は古河鉱業株式会肚編本博美氏との共同作業であり・叉

同祉碑山貞二氏は貴重な資料を貸与され且種々有釜な助

言を与えられた。ここに．紳山、嘱本両氏に・深甚な謝意を　1

』表する。

2』位置及ひ交遇

本鉱画は秋田県山本君鵬§琴村大字太艮にあり・奥珊線　『

ニッ井駅より来代川の支流藤琴川に滑つて北上すると・

約28kmの駈にある。ニツ井駅より森林軌道の便があ

’り・鉱山事務所迄は約4時問を要し・鉱石の楡邊も又之に

よる．本地方は2降では・2月r陶より5・月下旬の間は・一

積雪多量のため乳軌道は停り交通杜絶の状態になる。

3．沿　　革

，・本離その鰍古ぐ憐賄姻年聞（約1150鱗）
或は文永年間く約1660奪蔀）と云億れている。発見後断

続的1と稼行された模様であるが記録なく1寛文元年（約

、250輔〉に難蘇瓶批とより言己録にあり逢の
噛後色々の変遽を経て文化14「年より藩主佐竹氏の直営と

なり，明治4年に及び，以後民業官営などによつて稼行

され，同！8年古河市兵衛の手に帰ぜ・一時錯製錬所な

どを設サ盛に操藁したがラ大正8年休山・昭和10年再

び操i業を開女合し現御こ至る。

　鉱業権者・古河鉱業橡式会杜、　　　 　　ノ

　　　　東京都千代田区丸／内二丁目

　鉱区番号秋田採登206　．　㌧
鉱・　種　金銀銅錯亜鉛

訊．一　　般

4．地　　質

破片をふくむ。鏡下では著しく変質を受け詳細なとと

は不明であるが1下部即ち北部は石英が見られずヂ斜長

石は中性乃至曹茨長石位で安山岩質であ為ム上部即ち南

部は石英が見られ・新鮮な斜長石の見られる薄片はなか

つたが，恐らく石英粗面岩質ではな“かと考えられる。

両者には線泥石が変質した鉱物間を充蟹した形で少量見

られる。又何れも炭酸塩化作用を受ば・且っ右英の細睡

に貫渉れ，黄鉄鉱が鉱染している。　

，頁岩は次色～黒色で，線色凝荻岩に比し著しく麗恥を

受け，不規則な形態を呈している。このことは両岩層の．

物理的性質の差によるものと考える。即ち凝友岩は頁岩

に比し圧縮匪に富み，頁岩は圧縮性弱く可粘性が著しく

強V～ためと想像される。これらの著しい例は14号鍾と

4ぎ0尺鑓iの間で見られる。

　c』断屈製罐系　・

・断暦裂罐系億第4図（第2・3図印刷略す）に見られる　’

通りの規則性が考えられる。断暦裂罐系を大別すると次

の通りである。

　（イ）層面辻り：本鉱山で顯著に．見られる現象であつ

て何れも緩傾斜である。　調　　　　　　「　　　　　一　一

◎（ロ）　走向断暦；何れも急傾斜で毒る。

　（ハ）その弛の断層；顯著なるものはN50。W・とN

o

W

坑内の地質は主として少量の頁岩暦を挾む所謂第三綿　’

織色凝荻岩暦からなる。線色凝茨岩層の走向はN10。ル

80。E・の闘にありその内N40。～τ0。Eのものが多く・

・傾斜は・20。～60。SE’である。

b．岩．　石
線色籔岩は淡線色の火肉埣屑岩で・黒色の粘板岩の

菅元鉱床部．

　　　　　　　　　　　　　　14一（195〉
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、

　　1

8q。Wの走向を示し暦面辻り．とは南北方向に対してほぼ『

対称的である。〆　’　　　，＼、

　（二）裂罐：：N800～900Wのものが多く直立に近く，

　虻りを：全く俘つていなV・。

　との附近には・・このような規則性を持つた裂罐を生成

する原因となぐ様な局部的地質現肇は見られなv・・、ここ

で興味あることは・裂擁の走向に対し暦面ヒり及び断層

群の走向が450に近V・角度を示すものが多V・ごと捲あ

る。この事実と從來の種々なる実験及び仮説博とからこの

．地域の断暦裂罐系の生成機構を次のように想像すること

が出來る。即ち第3図に示す様に東西方向の側圧により

最大勢断面に滑づて断暦が出來・その応力として南北方

絢に張力が働き，東西方向の裂罐が出來たと考えられる。

　断層系では暦面ヒりが著しく発達してV・るが，これは

地暦の走向が最大勢断面に浩づていること壱こ基因すると

考えiる。　　　　　　、　　　　　　一、一　　』　唾

　なお最大勇断面に澹う’断暦及び張ヵ裂擁との関係は葡

萄（新潟）細倉（宮城）伊奈牛’・広尾（北海道）等の各

鉱床でも認められるようである6

多くの断剛撮大のも9は14聯通東端断暦及び14号

鐘西端断暦である。この内14号鑛東端断暦は断暦樽の

獣況が極め七複雑で・その本質を即ることが出來な渉つ

たがジとれらの断暦の通性は角礫及び円礫（主として黒

色頁岩）を含む粘土質帯を俘うことでその巾は不明であ

る．’なお14号鍾東端断騨水分を相当件つている・こ

の二つの断暦は何れも鉱床生成前に出來たと考えて“

るが・その理由は次の通りである。　，、

，（イ）鉱脈は断暦附近になると極めで優勢になるが・

断暦帯に入る’と急に細く分岐し・石英及び黄鉄鉱の量を

壇し，．閃亜錯鉱』方錯鉱を減少し途に潤滅する。

　（・）・断暦帯中の鈎脈は角礫及び叩礫を膠結し，且っ

縞状構造を呈し圧埣されてV・硬り部分が多》，卸ち断暦

湘副爵づり込熱た斯で臆い・ンー

　鉱床生成以前と以後との側圧の働く方向は第4図に見

られる渤棚瞭な粥大澗じ胴こ鰍騨
な“かと云う，ことが推察出來る。，・

，5．，鉱 床

，a．本鉱出一般　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　本鉱山の鉱脈は浅熱水成で二つの型1こ大別される。幽

づは華行匪の裂鐸充墳鈎振で他は暦面ヒりに鉱液参侵入

タL藤原嘆弔冨高山威雄割れ目の串來方特に雁行

　　性k就て震研彙9号一溺1931
　3．棋山次郎岩石変形学1941

ad三：・轡ast紀ity1931　

　　　　　　　　、

　　ノ瀕澱した断暦脈である。侮れも脈石（石英方解石等）は

ノ極め七少なく殆んど閃重錯鉱，方錯鉱ばかりで・他に少

　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　
1量の黄銅鉱・黄鉄鉱を俘う鉱脈である。

　宵》・記鍬Fよるものを含めて探鉱闘発された鉱脈は約

序20枚あり，この内現在見られるもので相当開発されたも

　　　　　　　　　　　へのは，裂罐脈では14号鐘・200尺鍾・30Q尺鐘で，断膚

脈では15号鎌蜘尺鐙麟る・併し断徽は殆ん麟
行に耐えぬ部分が多く・実際に稼行中中ものは前詞裂罐

脈のみである壁．、・　　　、』
　断暦裂罐系の相互関係は既に詳述した6

　母岩と鉱脈との関係は・頁岩及びこれ匠近い綿粒の醤

疾岩中では雫行な数本の微細脈叉は不規則な網1伏に分岐・

する傾向があり，線色擬荻岩中ではこれらの現象は少な

V・5ごれは頁岩と擬次岩の前述の如き物理的性質の差を

示すもので弟ろう。

　裂膝脈の大沐の長さ及び深さは何れも約150mを最

木とし・ZF均鑓幅は10cm位である6　　　　　　　　刷

　わ．鉱石鉱物及び脹石鉱物
　ノ　鉱石鉱物は閃亜鎖鉱，方鉛鉱を主とし少量の黄銅鉱・

黄鉄鉱を俘う。’脈石1ポ」般に極めて少なV・が・石英・方・

解石・粘土質物・線泥石を主とし，晶洞等にはヌンガン

、方解石。菱》ンガ哲鉱が見られる。ヒれらの晶出順序嫡

大床第5図の通りと考える。
　　　　　　　び　鉱脈は第5図に示す通り混含晶出部，方錯鉱を主とす

る晶出部・石英・方解石を主とする晶出部に大別され・

これらの前後闘係及びその分布については第6図に示す

蓮りである。第6図を14号鐘についそあてはめると，

上部に進むに從い混合晶出部の錯含有量が増加すると共

匠，四番坑以上でば方錯鉱晶出部を件v・全体の錯含有量

を著しく壇加して“るが・三番坑以下では錯は少なくな．

り銅力雪増加する傾向力：見らオしる。

　なお方錯鉱内に未決定め微小粒が溶離構邉脅呈して存一

　　　　　　　　　　　　　　　　ド1在するが・とρ鉱物は方錯鉱よりも柔かく僅かに次色を

呈し・等方性で硝酸に対しては反応しない。

　菱マンガン鉱蓼びマンガぞ方解石は混合晶出部の晶洞，

・に見られるが・マンガン方解石は淡桃色を示す大なる結

晶で，瑚砂球反応では酸化熾こて赤紫色を呈し・．勢開片

によるNoは1．684と1．701との間である。

　鉱物の粒度は一般に極めて大きく・叉方錯鉱の亘大な

美晶を産するこ．とで有名であるが・この美晶は三番坑中

段の齢晶出部の嗣に見られた・恐らく四翻以上9

方錯鉱晶出部とその晶出時期を同一にするものであろ

　う。

　なお本鉱山の鉱石を本厨分析試験課加藤甲壬・比留川

貴が分析した結果は次の通りである己分析試料は14号

15門（196）
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、

鐘四番坑以上で5卑毎に採集した試料を混合

・し1個の試料として頒舜・

第1表鉱石分祈値Analysesofores，

　　Ag　　O．GO8

　　Cu　　2．76

　　Pb　　18，39

　　Zn　　29．44
＼　　Fe　　－9．62

　　Sio2　　　8．61

　　A1203　1，君9
　　C皐0　　　　0．50

　　MgO　　・0，51

　　BaO　　O．49

e・鍛亜鉛最出瀞、

、As　　O．358

Sb　　O．33

Cd　　O24

Sn　O。09
B1　0．2！

・MnO　　O．76

Cq　O．34
S．　25．94

SO30・す4
一珪00．13

閃

方

黄

亜

鉛

銅

鉛 鉱

鉱

、鉱

黄　　鉄　　鉱

　　　　“
石

方　．解　　石！

、｝緑　　泥　　・石

　第6図にも示したように鉱賑中で錯・亜錯鉱を多く晶

、出しズいる部分（以下鞘・亜錯晶串帯と保称）にはほぼ

（上）

　昏

r藷r
l
、
奮

1駄
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の刈
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禽黄鉄鉱石英賑…或は粘土賊に積過？

　＼　　一一層＿、＿P囎＿－魁＿一＿

　　混『合晶出吝Kには方鉛鉱の存在景量
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ンが’ン方解石 、

　　　評　　　　　＿ぱ幽　　1

□㌘ニゴ回
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

ヒ麺ツ撫翌がン鰯石
　　　　　第§図　鉱物の昂出順序
　Diagram　showing　probable　sequence　of　mlneralization

　　　明瞭な上下限が認め．られ・それが各鉱脈共ほぼ同一水準

　　　にある．即ち（イン14号鐘に於七は第’1図に見られる

　　　様1と鉱勢は東部よりも西部が優勢で・その下限は西端断

　　　暦に沿V・2番坑下部にもなお相当引続V・てV・ると思われ

　　　るが，東部は2番坑地並では粘土目程度であり・下部は恐

　　　らく粘土脈でその中に方解石脈の存在が予想出來る（第

　　　，6図）。上限は耳号鐘と西端断暦の交線によつて映定さ

　　　れているが・鉱物の分布は大沐タ番坑以上で方錯錺が著

　　　しく多く・5番坑中段では黄鉄鉱を多く俘う石英脈に移

　　　　　　　　　　　　　メ

蕊＼
＼
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　　　　．、図・粘土厳或は方解石脚源過？1

　　　　錠i権　　　一凡　例
　　　　1，騨⑪灘晶罐．F方鉛鉱晶螂

　　　（下ン　ゆ〆方解石　0石英一＠粘土

第　6　函．鈎賑の模式灘図
Typica！struc亡ure　of　t五e　vein　．

ノ

一過，して喚る部分もある。一恐らく上部は含黄鉄鋳石英脈叉0

は粘土目にi移過しているものと考える（第6図）5

　（・）　300尺鐘は2番坑地並では錦脈らしきもの存在P

せず・上部に向うに從》稽》良好にな肪耳つ錯含有量

も増’加している。

　（ハ）　7号鐘の鉱脈群の揉掘箇所は2番坑土部であ

る。’

　以上より2番坑地並即ち海抜約300mが大休本地域

の鉱脈群の錯・亜錯晶出帯の下限に近いものと考えられ・

、る（第8図印刷略す）。白粉鐘は14号錘西端断暦の上盤

、側にあ縄ので・現在殆んど調査不能塗ため詳雛わカ、

らなv・が・錯・亜錯晶出幣の水準は多少異なるかもしれ’

なV・。

　鉱脈の灘は14号鐘では約150舜・これは14号鍾

西端断暦にLよつて折られてv・るので・正しい意昧め深さ

は示して》ないが・との鉱床と殆んど同種類％と考え・

』ら剃る舟打鉱山（青森県）翠び葡萄鉱山鉱床でも錯』亜錯

晶出帯が考えられ，・その深さは前者では約150m後者・

甚錯・亜錯晶出帯の概念は細倉鱗山（宮城γ伊奈牛鉱
山（北海道）等錯及び亜錯に富んだやや異なつ・た種

類の鈎脈にも適用出來ると考芝ている。一・

』16一（197）
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　でほ約160mであつて・何れもほぼ一致しているから・

　鉱床の深さも約拓Omと推定して差支なV・であろう1。

　このことから從來低贔位で稼行不能と考えられた露頭

　及び探鉱されながら未着手に終つた鉱脈も・この見方で

　再槍討する必要がある。　　　　　　．

　なお此種鉱脈阻近には別種の鉱賑・例えば石英脈・黄

1鉄鉱脈等も存在しダ更に鉱脈生成後の変動も考えられる

ので，・鉱磯擢の糟密な地質構邉調査を必要とするほか，

　別種鉱脈との関係についても更に研究することが必要で

　ある。

　C．母岩の変質　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　鉱床存在地域は一般に粘土化作用・淡酸塩化作用，線

泥石化作用，珪化作用を受けているが・珪化作用は微弱

である。鉱脈に直接接する部分は1～2．mm程度の珪化

幣があり，上記変質作用は或程度著しい。

　d．富鉱部
　裂鐸脈は一艀に霧や1しい分岐の多》、細脈であるが・14

号鐘では前蓮の如く，一凍端及び西端の鉱床生成前の断暦県

の粘土質物にぽり鉢液の上昇が阻げられ淳滞沈澱して富

鉱部が形成されたと考えられる現象がある（第7図）。こ

の現象は15・号錘の東端断暦附近に於いても顯著ではな

V・が見られる。　　．　　　　　　　　　　、

　f．：各鉱脈につも・て

　（イ）ユ4号鐘　現在稼行中の鉱脈では最も優勢なもめ

　であり・その斌況は饒に各項に詳述したが・その他は大

　休第7図（9，1σ図印刷略ず）＝に示す通りである。

　（ロ）200尺鐘　二番坑地並しか見られなかつたが，そ
　ノ
　の長さ約150m・現在の深さ約60m・走向N70。～80。

韓E・傾斜喧立ZF均鐘巾・7cm程庫で分岐が多く・脈の中

　央部は概して優勢で・巾20cm『位の所もある。併し二

　番坑弛並で嫉錯は少い。・

　　（ハ）300尺鐘長さ・深さ・走嗣・傾斜は200’尺鑓

　と殆んど同じであるが・二番坑地並では鐘らし矯も，のは

　なく，・上部に向うに從い次第に．優勢になる傾向が顯著で

・あるσなお本鉱脈は東端で合掌踊に連絡して遍る。

　　（昌）．15号鐘・断層脈で鉱石は石英塊と共に小さな塊

　となづてヲ所麦に不親則に沈澱してV・る。東端断暦の下

　盤に富鉱部がある。　『

　　（赤）480、尺鐘　15号錘と同じ断層脈であるが鉱石は　．

　殆んど認められない。．

　、（へ）　7号鐘群　鉱山側の資料によると17号鐘群は、

　走向N70。W傾斜60。～70。Sの本鐘及び上下盤鍾と二個、

　の南北錘と称する走向、N400～500E傾斜30“～70。Eと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　の鉱脈群よりなる。恐らく前者は裂鐘脹で，後者は断暦

脈と考える。叉本鈎脈群り西端はユ4号鐘西端断暦の延
　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
長に．あたり・14号錘と同嫌な富鉱部があつたらしい。

　　　　　　　7．探鉱，方針

　今回の調査で探鉱の指針となる主要な事項は次の3点

である。　一　　　　　旨　　　　　　　　　　・

　，1。　鉱賑には裂罐脈と断暦脈とがあり・断暦脈は稼行

，の対象となり得るもめが少なV・。

　2。裂罐脈ほ雁行悔弔行脈でその走向は東西に近◎

その長さば大諏150m位であも。その生成機構から考え

て裂罐脹はζの附近一帯に存在し七いると考えられる。

　言。鉱勢は2番坑地並場上で優勢であつズ2番坑以上

約150mの間が錯・亜鉛晶出帯と推定される。

　域上の諸点よ6・考え，鉛・亜錯晶出帯内で南北方向にF

堅入を切ることが，最も簡明な探鉱である。從來も幾本

かの探鉱坑道が切られているが・錯・亜錯晶出帯に相当・

する永準の探鉱は2番坑のみであり・2、番坑垣外の堅入

探鉢坑道に於げる餌脈は・えとえ蒲脈点で劣勢のもの雁

も再楡討する必要がある。『一方14号鐘・7号鐘に見られ

るような優勢な富鱗を探る爲にば鉱床生成前の断暦の　　．

下盤を操鉱するのが適窃であ筋ヒれがためには庫譲鉱

脈を探る！よりも，この附近の地質構造を調査解萌するヒ

とカ：先洪：である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　『8．現ゆ　．況
　採掘には14号鍾に主力がおかれ200尺鐘・300尺鐘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドノではその出鉱は僅ふである。出鉱目標は一音45t（雫均

品位Pb3％・Z塾5．5％・¢u　O・7％・Ag70倉／t〉で採鉱

法は上向階段掘であるる鉱石は万奪坑井により最下部2’

番坑に落し，略手押蓮搬に，より選鉱場に邊られてv・るる排

水1蠣永量極めて少く特別な手段を要しなy・し樋気も

　自然通気のま～で支瞳がない。．

　選鉱は比重選鉱（ハンコツクヂツガー環びテーズル）を

行“，鉛糖鉱と混合牛精鉱を得てv・る。選鉱容量は一貝
『
5
0
t
，
で目標品位は錯精鉱はPb65％，Ag8009／t・混合

牛精鉱ではPb8．0％，Zn16．0然Cu1。8％，Ag200．9／t

である。・

　調査当時の從業員は坑内夫約50名・坑外夫約1σ名∫．

、選鉱縣約2・名1工作鞭関係30名職量及び事務

関係約ユ7．名合計約130名である。

　　　　　　9．出鉱量
　1943年隊前の記録は焼失して不明であるオ：・それ以

後は次に示す通りである。

　　　　　10。結　　語’
本鉱山はその歴史が古v・と共に，探鉱された鉱脈も約

“ 好
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／

φ

a．、糧』 鉱

年　次 出鉱量（t）
品 “位

Cu（％） Pb（％）　　　．Zn（％）　　　Ag（g／t）

1944

1945

1946

1947

10，613．9

7，443．9’

8．244．3

9，672．6

0．68

0．77

0．84

0．59

5．01　　　　　　　　　　8．44

．4．93　　　　　　　6　　　8』97

452　　　　9．03
2．82　　　　　　　　　　5．24

91．1’

94．8

93．9

76．9

b．糖　　鉱

　　　　　　　　品闇　位
年　家、　錯精鉱（t）　　虐、
　　　　　　　Pb（％）　　Ag（％）

1944

1945

1946

1947

80』5　　　　　　56．7　　　　　　661．0

44．0．　　　　　　56．7　　　　　　　712．1

32．1　　　　　　60．0　　　　　　715．4　，

55．3　　　　　　　64．3　　　　　　　799、8

混合孚糖鉱（t）
品 位

　〆・　　　　’一Cu（％）　．Pb（％）　　Zn（％）　　Ag（91t）『

　　20牧あり，今後更に発見される可能性がある。併し現

　　在は開発の主力が皐号鐘ユ枚にお為れ・確定鉱量は割
　　に少なく，現在建設中の浮遊選鉱場の操業の爲には，急速

　　な探鉱が必要である。探鉱の指針は今回調査の結果によ
　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

、　　　り明かにされ，その成果も期待し鴛ると思う。

2，782．8．　　　　　1．（｝5

2，080．9　’1．82

1，525．7　　　　　　2．00

2，003．5　　1．62

8．79　　　　　　17．24　　　　　　187．6

9．64　　　　　　14．25　　　　　　192．0

10．24　　　　　　19る60　　　　　　219．3

7．65　，　　　　　15．36　　　　　　198．1

　なお太良鉱山の鉱床と同種のものは東北日本内幣に数

多知られて居り・本鉱床と同様な鉱床学的特徴の認めら

．れることはほ罫確実である瓜そ塾らに就いては引続津

調査中であるから追つて報告するであろう。

　　　　　　　　　　（昭和23年7月）’

55＄・43：550・8（524）：622
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0．1－3．7％Cu，2．1－22．8％P玲，7．7－25．8％Zn．

　　　　　　要　　約　　ノ，
今金鉱山は瀬棚郡今金町にあつて，今金駅の北直距離

10．5kmに当る。附近の山地は花崩質岩とζれを広く被

覆する変朽安山岩からなるg鉱床は変朽安山岩及び花醐

質岩中g鉱脈で，現在迄に十数條知られてめる。梅して

走向南北に茸！，70。以7hの急斜をなすものが多V・。こ

れらの鉱脈は1菱々ンガン鉱・づラ輝石及び石英¢）網肌脈

とこれを貫く石英賑との複成鉱脈をなし，蔓の晦は多く

は
，
0・昼～2mである・銅，鉛，亜錯鉱物は石英脈中に・

多く・富鉱体は幅10～5qcmの断続する鉱條をなして発

達する。鉱石には縞状構造，F角礫構造及び晶洞構造が見

られる。鉱石を構成する鉱物には菱マンガ契鉱・バラ輝

石・ペンウイス鉱・石英・氷長石・線泥石・方解石・黄

，鉄鉱・黄銅鱗・閃亜錯鉱b方錯鉱・赤鉄鉱がある。品位は

15号賑の富鉱体では銅α1～3』7％，錯2．1～22．8％亜錯

7ヤ～25，8％で，14号蕨では銅0。5％以下，鉛4』1～8ξ1％
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